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ラッキョウ乾腐病を抑制しエシャレット生産力の高い種球を

生産するための種球中の好適窒素含有量
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千葉県山武郡蓮沼村では、昭和50年頃から軟化ラッキョ

ウ（以下エシャレットとする）の栽培が始まり、現在で

は100戸あまりの農家が９ｈａの作付けを行っている。山

武郡のエシャレット栽培は、ＪＡ山武郡市管理の網室で

栽培されるウイルスフリー系統の原種栽培、成東、芝山

地域の委託農家による種球栽培、蓮沼地域におけるエシャ

レット栽培という形でリレー栽培が行われている。しか

し、ウイルスフリー系統の栽培が定着した平成７年頃か

らラッキョウ乾腐病の発生が深刻な問題となり、エシャ

レット栽培の植付け球として購入された種球が、乾燥貯

蔵中に３割以上も腐敗するような状況が続いている。ま

た、リレー栽培のどの段階においても発生が見られるよ

うになり、汚染の広がりが心配されている。

ラッキョウ乾腐病は、恥sα(z"7ｚｏ工ySpommschl.：

Ｆｒｉｅｓｆ､sp.α〃jjMatsuo,ＴｏｏｙａｍａｅｔｌｓａｋａとＦ・ＳＯＪα"ｊ

(Martius）sacc．ｆ・sp・mdiCjcoja（Wollenweber）

SnyderetHansenの2種類のフザリウム属菌が関与して

いる（MATsuoら、１９７９；遠山・松尾、1977)。遠山

(1980）により病原力は前者の方が強いこと、ベノミル

剤が顕著な効果を有することが確認された。しかし、

1970年代後半には早くも耐性菌の出現が確認されている

(遠山・谷本、1980)。千葉県においても、県内各地の乾

腐病発病株から分離されたフザリウム属菌のすべてが、

ベノミル剤に対して耐性を有していることが明らかとなっ

ており（竹内、未発表)、薬剤による防除は困難な状況

となっている。

本病害に対して、本多・川久保（1998）は、非病原性

恥sar虹、菌による防除試験を行い、種球浸漬処理によ

り発病抑制効果が高いことを確認している。

また、一般に窒素の多施肥条件下ではフザリウム属菌

による土壌病害が激化すると言われており（駒田、1976；
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WEINKE、１９６２；河合・鈴木、1956)、さらに硝酸態窒

素よりもアンモニア態窒素の方が影響が大きいことが報

告されている（WoLTz・ENGELHARD、１９７３；HuBER

ら、1965)。山田（1983）は、ＲｏｊじySporumf､sp・

tulipaeによるチューリップ球根腐敗病について、施肥

方法が病害発生に及ぼす影響を検討したが、施肥量の影

響は確認されていない。

本多ら（1999）は、ウイルスフリー球を多施肥条件で

栽培すると、植付け後の秋期発病株率や収種後の乾腐病

による腐敗球率が高くなることを報告している。

本研究では、種球栽培における窒素施用量が、乾腐病

の発生及び種球収量や種球のエシャレット生産力等への

影響を明らかにし、発生を抑制しうる肥培管理上の知見

を得た。実験を進めるに当たりＪＡ山武郡市の篠塚裕一

氏に様々な助言、協力を頂いた。また、種球中の無機成

分分析については農業化学検査所（現農業総合研究セン

ター検査業務課）の牛尾進吾氏に協力を頂いた。ここに

記して御礼を申し上げる。

Ⅱ材料及び方法

試験１．施肥量と乾腐病の発生

種球生産における施肥量の違いが、乾腐病に及ぼす影

響を明らかにするため、1998年から1999年にかけて、２

水準の施肥量区を設定して栽培を行い、収種種球の乾腐

病による腐敗経過を調査した。

施肥試験区は、多施肥区及び標準施肥区とし、多施肥

区は、基肥として窒素成分20kg/10a、追肥として、

1998年10月13日、１２月10日、1999年４月23日にそれぞれ

窒素成分10kg/lOaを施用した。標準施肥区は、基肥と

して窒素成分１０kg/10a、追肥として、１０月１３日、１２月

10日にそれぞれ窒素成分５kg/lOaを施用した。肥料は

すべてCDU化成S555（Ｎ:Ｐ２０５:Ｋ２０；１５:15:15）を使

用した。

供試品種は、千葉県原種農場（現千葉県農業総合研究

センター育種研究所、以下同）産ウイルスフリー系統の
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「在来」とした。ウイルスフリー球を砂地野菜研究室の

露地圃場で３作栽培し、収種された種球を、1998年８月

27日に株間15cm、条間50cm、３条植えで植付けた。試験

は２年間ラッキョウを作付けしていない千葉県農業試験

場砂地野菜研究室（現千葉県農業総合研究センター北総

園芸研究所砂地野菜研究室）の圃場（砂土：中粗粒褐色

低地土長崎統）で行った。ｌ区当たり30㎡（1.5ｍ×20ｍ）

の試験区に444球を供試し、２反復とした。供試球は、

植付けまでに約２割が腐敗した種球集団である。

1998年10月20日及び11月30日に各試験区の欠株数を調

査した。

1999年７月６日、各試験区から無作為に30株を掘り上

げ、種球収量を調査した後、株ごとに乾燥貯蔵を行って、

乾腐病による腐敗球数を７月19日、８月３日、９月３日、

９月20日に調査した。乾腐病の判定は原則として目視に

より行ったが、代表的な数検体について顕微鏡下で

恥sα揃凹、属菌の大型分生胞子を確認した。

９月20日に生存球を圃場に植え付け、１０月18日に圃場

での欠株数を調査した。

また、各施肥試験区から収種した種球10球を一括粉砕

して分析用試料とし、Ｎ、Ｃ、Ｐ、Ｋの元素含有率を測定

した。Ｎ、ＣはＮＣアナライザー、Ｐ、Ｋは湿式分解法で

測定した。

試験２．種球栽培における基肥、追肥の影響と収種種球

のエシャレット生産力

1999年から2000年にかけて、基肥量３水準、追肥量３

水準を組み合わせた試験区を設定して種球栽培を行い、

収量、乾腐病による腐敗球率、Ｎ含有率を調べるととも

に、それぞれの試験区から収種された種球を用いてエシャ

レット栽培を行い、種球のエシャレット生産力を比較し

た。

1999年９月７日に、窒素成分５kg/10a、１０kg/10a、

15kg/10aの基肥を施用した試験区に、株間'5ｃｍ、条間

60cmの２条植えで植付けを行った。これらの試験区をさ

らに３つに分割して、無追肥区、窒素成分2.5kg/lOa×

２回追肥区、窒素成分５kg/10a×２回追肥区を設置し

た。追肥は2000年３月31日、５月１日に行った。肥料は

すべてCDU化成S555（Ｎ:Ｐ２０５:Ｋ２０；１５:15:15）を使

用した。

供試品種は、千葉県原種農場ウイルスフリー系統「在

来」とし、ＪＡ山武郡市の網室で収穫された原種球を植

付け球とした。試験は前年度ラッキョウを作付し、乾腐

病による欠株が約2割発生した千葉県農業試験場砂地野

菜研究室の汚染圃場（砂土：中粗粒褐色低地土長崎統）

で行った。試験区の大きさは1区4.2㎡（1.2ｍ×3.5ｍ）
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の２反復とした。

2000年６月30日に掘り上げ、各試験区の10株について

種球収量を調査した後、各試験区の200球について風通

しのよい屋内で乾燥貯蔵し、９月４日までの乾腐病によ

る腐敗球数を調査した。乾腐病の判定は目視により行っ

た。また、ＮＣアナライザーを用いて種球中のＮ、Ｃの元

素含有量を測定した。

さらに、９月８日に各区の平均的な種球24球を植え付

けてエシャレット栽培を行い、種球のエシャレット生産

力を比較した。栽培は白黒ダブルマルチを使用し、ベッ

ド幅80cm、株間'5cm、４条植えとした。基肥として窒素

成分20kg/10aを施用した。2001年１月24日に各区10株

を掘り上げ、盤茎基部より10ｃｍに調製したエシャレッ

トの鱗茎重畳を測定した。

試験３．現地生産種球の乾腐病による腐敗球率と窒素成

分量

蓮沼地区のエシャレット栽培農家向けに契約栽培を行っ

ている芝山地区の種球生産農家で生産された種球につい

て、乾燥貯蔵中の乾腐病による腐敗球率を調べるととも

に、種球中の窒素含有率（以下Ｎ含有率とする）を測定

した。

2001年６月27日に、種球生産農家８戸で収穫されたウ

イルスフリー系統「在来｣、「紫」の２品種、各20株を砂

地野菜研究室に搬入し、農家ごと、品種ごとに種球数、

種球重を測定した。さらに、約５cmに調製した種球を網

袋に入れ、９月３日まで乾燥貯蔵した。乾燥貯蔵中の乾

腐病による腐敗率を調査するとともに、種球中のＮ含有

率をＮＣアナライザーで分析した。また、９月14日に各

区の生存球10球を砂地野菜研究室の圃場に植付け、乾腐

病による欠株状況を調べた。乾腐病の判定は目視により

行った。

なお、この８戸の農家は、すべて同一施肥設計で栽培

しており、試験に供試した種球は基肥窒素施用量11.2ｋｇ

/10a、無追肥という施肥法で栽培されたものである。

Ⅲ結 果

試験１．施肥量と乾腐病の発生

植付け後の圃場での発病株率を第１表に示した。植付

け２ケ月後にはいずれの試験区においても５％～６％の

発病株が生じた。３ケ月後には、それぞれの区でやや増

加し、多施肥区で7.1％、標準施肥区で4.8％となった。

しかし、今回の実験においては、両区間に統計的な有意

差（危険率５％）は認められなかった。

約１年栽培した後の多施肥区及び標準施肥区の種球収



第２表エシャレット種球栽培における施肥量の違いと種球収壁第１表施肥量の違いがラッキョウ乾腐病の発病に与える影響

１５ ■多施肥

口標準施肥

試験区株当たり種球重株当たり種鋤ｌ球重
（９）（球）（９）

植付け後の発病による欠株率（％）
試験区

株
数

11月30日10月20日

可一也

多施肥区

標準施肥

有意差（５％）

257.0

244.6

ＮＳ

19.6

19.3

ＮＳ

13.7

12.9

ＮＳ

多施肥区

標準施肥

6.2

6.2

6.2

6.2

lMlm

lsd（５％） 5.73 5.73

５０

注）多施肥区は、基肥20kg/10a、１０/13に追肥10kg/lOa、標準

施肥区は基肥10kg/10a、追肥５kg/lOa。

注）多施肥区は、基肥20kg/lOa、追肥30kg/10a、標準施肥区

は基肥10kg/10a、追肥10kg/10a。
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試験２．種球栽培における基肥量、追肥量の影響と種球

の生産力

基肥量、追肥量を組み合わせた９つの試験区から収穫

された種球収量を第４表に示した。追肥量の違いによる

株当たりの種球重への影響が認められ、追肥無施用区に

比べて、５kg/10a追肥区、１０kg/10a追肥区は約1.4倍の

収量となった。種球数には大きな差は認められなかった

ので、この差は1球重の差によるものであった。

５kg/lOa追肥区と10kg/lOa追肥区の間には有意差は認

2３

注）表中の値は毛区元素含有率（乾物％)。

量を第２表に示した。施肥の違いによる株当たりの球数、

球重への影響は本試験の範囲では認められなかった。

多施肥区及び標準施肥区で生産された種球の乾腐病に

よる腐敗経過を第１図に示した。多施肥区の最終的な累

積腐敗球率は、標準施肥区の約2.6倍の28.3％であった。

多施肥区においては、８月上旬までの腐敗が最も激しく、

９月以降の腐敗は、定植後の乾腐病による欠株も含めて

全腐敗の１割以下であった。標準施肥区においても９月

以降の腐敗は少なかった。なお、本試験においては７月

６日の掘り上げまでは、圃場での発生は認められず、ま

た、掘り上げ時にも腐敗球は観察されなかった。

本試験では株ごとの腐敗球数の調査を行い、各試験区

60株について腐敗球率を求めた。第２図にその度数分布

を示した。いずれの試験区も20％以下の腐敗球率である

株が多かった。６０％以上の腐敗球率となった株も存在し

たが、全体の１割に満たなかった。乾腐病の発病の特徴

としては、必ずしも株全体の球根が腐敗するのではなく、

感染株であっても株内の数球のみが腐敗するだけで、発

病しない球根が多数存在する場合の多いことが明らかと

なった。

種球中の元素含有率を第３表に示した。標準施肥区の

Ｎ含有率が1.37％であったのに対し、多施肥区のＮ含有

率は約1.8倍の2.49％であった。Ｐ含有率、Ｋ含有率は、

多施肥区の方がやや高い値であったが，Ｎ含有率と比べ

るとその差は小さかった。Ｃ含有率には差は認められな

かった。

1０

1.78

1.59

多施肥区

標準施肥区

3０－４０－５０－

４０５０６０

腐敗球率（％）

44.31

44.39

第２図生産された種球の腐敗球率の度数分布

8/１０（月／日）９/1０ 10/1０

０

第１図施肥量を異にして生産された種球の収穫後の
乾腐病発生経過

多施肥区：基肥20kg/lOa、追肥30kg/lOa
標準施肥区：基肥10kg/10a、追肥１０kg/10ａ
図中の縦線は標準誤差を表す。

００－１０１０－２０－

２０３０

試験区
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７０８０９０１００

第３表種球栽培における施肥量の違いと種球の元素含有率
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注）表中の値は腐敗球率（％)。

追肥は、３/３１，５／１に半量ずつ分施した。

第４表基肥及び追肥量の違いと種球収量の関係

第６表基肥及び追肥量が異なる場合の収種種球中の窒素含有率

追肥（窒素施用量）
窒素施用量

追肥（窒素施用量）

０kg/10ａ ５kg/lOa １０kg/10ａ 平均有意差（５％）
基

平均有意差（５％）

ＮＳ

５kg/l0a

lOkg/l0a

l5kg/10ａ

(15.2）

(14.8）

(17.0）

(13.4）

(14.0）

(16.2）

(14.8）

(16.0）

(16.8）

118

127

135

159

172

170

151

158

163肥

127 １６７ 178平均

多重比較（５％）

2４

ｂ ｂａ

注）表中の値は、根を切り取り、１０cmに調整した種球の株当たりの生重（９）。
多重比較はRyanの方法による。

注）表中の値は、根を切り取り、５cmに調整した種球の株当たりの生重（９）。
（）内の値は、株当たりの種球数。

追肥は、３/３１，５／１に半量ずつ分施した。

多重比較はRyanの方法による。

第５表基肥及び追肥量が異なる場合の収種種球の乾腐病による腐敗球率

ａ

追肥（窒素施用量）
窒素施用量

ｂ

平 均 有 意 差 （ ５ ％ ）１０kg/10ａ５kg/10ａ０kg/10ａ

基

基 2.9

1.9

2.0

５kg/l0a

lOkg/lOa

l5kg/10ａ

3.5

1.8

3.0

4.3

2.0

1.5

1.0

2.0

1.5

ＮＳ

肥

2.62.81.5平均

有意差（５％）

ｂ

34.1

35.0

30.8

平均

多重比較（５％）

千葉県農業総合研究センター研究報告第２号（2003）

26.0 35.6 38.3

窒素施用量

肥

26.7

26.4

25.0

１０kg/10ａ5kg/10ａ0kg/10ａ

ｂａ ｂ

1.27

1.24

1.27

２
１
８

５
６
６

１
１
１

５kg/10a

lOkg/10a

l5kg/10ａ

1.37

1.21

1.22

0.91

0.89

0.91肥
１．６０1.270.90平均

多重比較（５％）

35.7

38.3

32.7

０kg/10ａ

追肥（窒素施用量）

基 ５kg/10a

lOkg/l0a

l5kg/10ａ

注）表中の値は窒素含有率（乾物％)。

追肥は、３/３１，５／１に半量ずつ分施した。

第７表基肥及び追肥量を異にして生産された種球のエシャレット生産力の差

１０kg/10ａ
･窒素施用量

40.0

40.4

34.7

平均有意差（５％）5kg/10ａ



263

269

243

244

302

295

200

170

第８表種球生産農家で生産された種球の収量、Ｎ含有率及び腐敗球率

７
９
９
５
０
１
０

９
５
２
２
Ｌ
４
４
０

２

品種・農家種球数Ｎ含有率（％）腐敗球率（％）発病株数（数）

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

８
９
３
５
５
４
０
４

●
ｅ
●
●
●
●
●
ｅ

８
０
０
０
２
０
１
５

２
５
２

１
１
０
０
０
０
０
０

紫 1.84

1.70

0.82

1.47

1.42

0.78

1.50

1.2３

248

283

236

185

285

248

194

202

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ

在来
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められなかった。また、基肥量による収量への差も認め

られなかった。

乾腐病による腐敗球率を第５表に示した。本試験にお

いては全体に腐敗球率は低く、各試験区間に有意差は認

められなかった。

各試験区から収穫された種球中のＮ含有率を第６表に

示した。種球中のＮ含有率は追肥によって大きく異なり、

追肥無施用区が0.90％、５ｋｇ/10a追肥区が1.27％、

10kg/10a追肥区がＬ60％であった。追肥試験区間には有

意差が認められたが、基肥試験区間には有意差は認めら

れなかった。

各試験区から生産された種球のエシャレット生産力を

第７表に示した。追肥試験区間に有意差が認められ、

５kg/10a追肥区、１０kg/10a追肥区で栽培された種球の

エシャレット生産力は、無追肥区で栽培された種球に比

較して明らかに高かった。９月８日に植付け、翌年１月

24日に掘り上げたエシャレットの10cmに調製した株当た

りの鱗茎重量は、無追肥区が269だったのに対し、

５kg/lOa追肥区、１０kg/10a追肥区は359から389であっ

た。５kg/10a追肥区と１０kg/10a追肥区との間には有意

差は認められなかった。また、基肥試験区間にも有意差

は認められなかった。

注）種球数は20株から得られた総数。

Ｎ含有率は乾物当たり。

発病株数は、各区10球を植え付けた圃場での年内の欠株数。

1.47

0.94

0.78

1.25

1.36

0.95

1.51

1.2７

０
０
０
０
０
１
０
０

試験３．現地生産種球の乾腐病による腐敗球率と窒素成

分量

８戸の種球生産農家で生産された２品種のＮ含有率及

び腐敗球率を第８表に示した。

腐敗球率とＮ含有率の関係については、有意な相関は

2５

認められなかった。しかし、腐敗球率50.8％のＢ農家

｢紫」及び腐敗球率28.8％のＡ農家「紫」のＮ含有率は、

それぞれ1.70％、1.84％と高濃度の値を示した。また、

逆にF農家「在来」のように、腐敗球率が24.1％と比較

的高率であったにも関わらず、Ｎ含有率は0.95％と低い

値のものも存在した。

各区から生存球を10球植え付けて、圃場での欠株数を

調査したところ、わずか10球の試験ではあるが、第８表

に示したようにＡ農家「紫｣、Ｂ農家「紫」及びF農家

｢在来」において1株が欠株となった。腐敗球率の高いロッ

トの種球は、生存球といえども擢病している可能性が高

いことが示唆された。

Ⅳ考 察

１．乾腐病の発生経過及び発生状況

試験１により、収穫種球の乾腐病による腐敗は、掘り

上げ直後から急激に進展すること、腐敗球率が高い場合

は、最初の１ケ月が発症のピークであること、約２ケ月

後の８月下旬以降に発症する率は少なく、植付け後の腐

敗を含めても、１割以下であることが明らかとなった。

また、掘り上げまでは乾腐病の発生は認められなかった

ことから、遠山（1980）が指摘するように、本病害は主

として休眠中に病徴が進む病害であることが明らかとなっ

た。しかし、現地の農家圃場では、６月下旬の掘り上げ

直前に、激しく腐敗している株を観察することも珍しく

なく、植物体内では掘り上げ前からある程度病害が進展

しているものと考えられる。
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また、年内出荷を目指すエシャレット栽培では８月上

旬に植付が行われるが、このような圃場において、植付

け後に欠株が目立つ例が少なくない。新たに植付け土壌

から感染した可能性も考えられるが、病徴としては現れ

ていない感染種球を、選別できないまま植付けてしまう

ことが大きな原因であると考えられる。

試験１では、株ごとに腐敗球数の調査を行った。この

調査方法により、株単位の腐敗状況が確認された。本試

験の多施肥区では、最終的に全体として28.3％の腐敗球

率となったが、１球も腐敗しなかった株は全株の１０％で

あり、多くの株が1球以上の腐敗球を生じた感染株であっ

た。一方、６０％以上の腐敗球率となる株はやはり１０％以

下と少なかった。このことから、本試験では、試験圃場

が全面的に汚染していたものと思われた。２割、３割の

腐敗が発生する種球生産農家圃場においても、同様の汚

染状況になっている可能性が高いと考えられる。

以上のことから、乾腐病の特徴として次のことが考察

された。

(1)種球の腐敗は掘り上げ直後から急激に進展し、

１ケ月後にピークに達する。

(2)全体の腐敗球率が3割近くの発生場合、発生株率と

しては90％を越え、多くの株が1球以上の腐敗球を生

じるような発生構造になっている。

２．施肥量と乾腐病の発生

試験１の結果から、多施肥条件で種球栽培を行うと、

種球中のＮ含有率が高くなり、乾腐病による腐敗が激し

くなることが明らかとなった。ただし、試験ｌでは、多

施肥区の設定を極端な多施肥条件としたため、多施肥区

の種球中のＮ含有率も2.49％と極めて高いものになった。

試験２でも施肥条件と乾腐病の発生を検討したが、試

験区は試験１より施肥量の水準差を小さく設定した。そ

のため、施肥型の多い試験区でもＮ含有率は1.68％に留

まった。また、乾腐病による腐敗球率についても試験区

による有意差は認められなかった。試験１と試験２では、

試験年度、供試球、圃場等が異なること、試験ｌと比較

すると試験２では全体に乾腐病による腐敗球率が低かっ

たことなどから、単純に比較することは困難であるが、

試験ｌよりも施肥量が低い水準で試験区を設定したため、

乾腐病の発生に差が生じなかったものと思われる。本田

ら（1999）は多肥条件での栽培は腐敗球率が高まること

をすでに指摘しており、試験ｌのように汚染程度がやや

進んだ圃場では、多肥条件が発病を助長したと考えられ

る。

なお、収穫種球のＮ含有率については、試験２の試験

区間にも明確な差が現れ、特に、基肥よりも３月以降の

2６

追肥が大きく影響を及ぼすことが明らかとなった。この

ことから、試験1において、多施肥区の腐敗球率及び種

球中のＮ含有率が高くなったのは、基肥や年内の追肥量

より４月の追肥量の差が大きく影響したものと推察され

る。

試験３では、種球生産農家別に種球のＮ含有率と乾腐

病による腐敗球率を比較した。調査を行った８戸の農家

の種球は、すべて同一の施肥設計で栽培されたものであっ

たが、圃場条件が異なったため、種球中のＮ含有率は

0.78％から1.84％まで大きな偏差がみられた。全体とし

ては、Ｎ含有率と腐敗球率に直線的な傾向は認められな

かった。しかし、50.9％と極めて高い腐敗球率となった

種球のＮ含有率が1.84％、次に高い28.8％の腐敗球率の

種球が1.70％といずれも高い値であった。圃場の高汚染

条件と多肥条件が重なることにより、乾腐病が激化する

ものと思われた。

以上を総合すると、乾腐病の発生は、当然のことなが

ら圃場の汚染状況によって大きく左右されるが、種球中

のＮ含有率が約1.5％以下になるような施肥条件であれ

ば、比較的少ない発生に抑えられること、ある程度の汚

染圃場においては、それ以上となる窒素施用量は乾腐病

の発生を激化させる可能性が高いことが判明した。

なお、本多（1999）は、基肥の多施用が植付け後の欠

株を増加させることを報告している。本研究においては、

試験ｌで植付け後の欠株率にある程度の平均値の差がみ

られたが、危険率５％の有意差は認められなかった。反

復数によっては有意差として判定された可能性も考えら

れるが、いずれにしても大きな平均値の差ではなかった。

すなわち、多施肥が要求されるエシャレット栽培におい

ては、乾腐病を抑制するために施肥量を減じることは、

得策ではないと判断された。

３．収量、品質を加味した種球栽培の肥培管理法

本研究では、種球栽培において肥培管理が窒素過多の

場合、生産される種球中のＮ含有率が明らかに増加した。

これには、元肥より追肥の過剰が強く影響した。しかし、

同時にＮ含有率が低い種球は、エシャレット栽培の種球

として植え付けた場合、エシャレット生産力が低下する

ことが判明した。また、当然のことながら種球栽培にお

いても収型の増減は、経営上大きな問題であり、低施肥

による収量減は避けたいところである。乾腐病の抑制だ

けを考慮して種球栽培の施肥を制限することは、経営上

適切な栽培法ではない。

種球のエシャレット生産力については、試験２から、

Ｎ含有率0.90％の種球は、1.27％、1.60％の種球に比べ

てエシャレット生産力が劣ることが明らかになった。し
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かし、Ｎ含有率1.27％と1.60％の種球の間には差は認め

られなかったので、生産性向上が期待できる種球中のＮ

含有率は1.3％前後が上限であると考えられた。また、

種球収量については、試験1では、両区間、すなわちＮ

含有率1.37％と2.49％の種球が生産される施肥区間に種

球収量の差がないこと、試験２では、Ｎ含有率0.90％の

区が、1.27％、1.60％の区に比べて種球収量が低かった

ことが明らかになった。

これらの試験結果を総合すると、種球収量を確保し、

エシャレット生産力が高い種球を生産するためには、種

球中のＮ含有率が1.3％～1.5％となるような肥培管理法

が適切であると判断された。

しかし、試験３の結果から、生産圃場によって土質や

地力窒素等肥沃度が異なり、一概に適正施肥量を基準化

することは難しいと思われた。収穫種球の窒素含有量を

測定し、ほ場に合わせた施肥法を考えることが望ましい

と判断された。

また、乾腐病の発生や種球のＮ含有率に影響する要因

は、基肥や年内の追肥よりも、４月以降の追肥が大きく

関わっていることが示唆されたが、今後は、種球栽培に

おける合計施肥量よりも、むしろ追肥の時期及び施用量

に配慮した研究が必要である。

Ｖ摘 要

ラッキョウの種球栽培において、施肥量、施肥法が収

穫後の乾腐病による腐敗球率及び種球収量、種球として

のエシャレット生産力に及ぼす影響を調べたところ、以

下のことが判明した。

１．収種種球の腐敗は、掘り上げ直後から急激に進展し、

腐敗球率が高い場合は、最初の１ケ月が発症のピークで

ある。

２．感染株であっても腐敗に至らない種球が多く存在す

る。また、総腐敗球率が20％を越える激発圃場において

は、圃場全体が汚染している可能性が高い。

３．種球栽培で圃場が汚染されている場合は、窒素の過

剰施肥により乾腐病の発生が激化する。種球中のＮ含有

率が1.5％以下となるような施肥条件であれば比較的少

ない発生に抑えられるが、それ以上となる窒素施用量は

乾腐病の発生を激化させる可能性が高い。

４．Ｎ含有率0.90％の種球は、1.27％、1.60％の種球に

比べてエシャレット生産力が劣る。

2７

５．以上を総合すると、乾腐病の発生を抑制し、エシャ

レット生産力が高い種球を生産するには、種球中のＮ含

有率が1.3％～1.5％となるような肥培管理法が適切であ

ると判断された。
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OptimumNitrogenContentforControlling

Fusa7､mmBasalRotandEnsuringASatisfactory

HarvestofBleachingRakkyofromRakkyoParentBulbs

KoichiAoKI,andTaekoTAKEucH

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：rakkyo,bleachingrakkyo,ＦｕｓａＦｍｍ,nitrogen

Summary

Theinfluenceofthefertilizationduringrakkyoparentbulbcultivationontheoccurrence

ofpostharvestF池sα両umbasalrot，andtheabilityofharvestedparentbulbstoproduce

bleachingrakkyowasstudied・Ｔｈｅｒｅsultsobtainedareoutlinedbelow．

ｌ・Bulbrotadvancedrapidlyinthefirstmonthafterharvesting、

２．Ｏｎｅofthepeculiaritiesofthediseasewasthatevenifaplantwasinfected，notallthe

bulbsharvestedexhibitedrot､ThereweremanyplantsfromwhichonｌｙｌＯｔｏ２０ｐｅｒｃｅｎｔ

ｏｆｔｈｅｈａｒｖｅｓｔｅｄｂulbsrotted、

３．Infunguscontaminatedfields,exessnitrogenfertilizingincreasedthedisease・

Fertilizationthatproducedbulbswithanitrogencontentoflessthan1.5percentwas

effectiveincontrollingthedisease、

４．Bulbswithanitrogencontentwas0.90percentproducedlessbleachigrakyothanthose

with１．２７ｏｒ１．６０percent、

５．Nitrogenfertilizationwhichproducedbulbswithnitrogencontentof1.3ｔｏ1.5percent

wasfoundtobeeffectivebothincontrollingFusα（umbasalrot，andinensuringa

goodharvestofbleachigrakkyo．
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